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平成 26 年 12 月 12 日 

各      位 

東京都品川区東品川四丁目 12 番８号 
株 式 会 社 Ｓ Ｊ Ｉ 
代表取締役会長兼社長  石濱 人樹 

（ＪＡＳＤＡＱ：２３１５） 
問合せ先： 
経営企画本部 副本部長    藤 井 肇 

℡ 0 3 - 5 7 6 9 - 8 2 0 0 （代表） 
 

 
 

特別損失および為替差益の計上に関するお知らせ 
 
 

 当社は、平成 27 年３月期第２四半期連結会計期間において、下記のとおり特別損失および為替差益
を計上致しましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．特別損失の内容 
① 不動産売却代金の貸倒引当金処理 

当社子会社である福建聯迪資訊科技有限公司（以下、「LDZX」)は、同社が北京に所有する不動 

産について、2013年11月に北京問高投資有限公司との間で売買契約【売却価格140百万人民元（約 

2,285百万円）】を締結しました。この売却により、LDZXは、賃貸人に対する支払等を差し引いて、 

58百万人民元（約945百万円）を取得する予定でありました。 

しかしながら、当該不動産の名義変更等が完了しているにも関わらず、当社への入金が実現して 

おらず、未収入金の回収時期については確証が得られなかった為、平成26年３月期連結会計期間に

おいてで当該未収入金のうち50%に該当する29百万人民元（約472百万円 第１四半期適用平均為替

レート16.30円／人民元）を特別損失に計上いたしました。 

 残りの 50％に該当する 29 百万人民元（約 484 百万円 第２四半期適用平均為替レート 16.70 円

／人民元）につきましても、当社への入金が実現しておらず、未収入金の回収時期についても確証

が得られなかった為、当第２四半期連結会計期間において特別損失に計上いたしました。 

 

② キング・テック貸付金の貸倒引当金処理 

 当社子会社である恒星信息（香港）有限公司 (以下、「SJI-HK」)は、平成 25 年２月 28 日に株

式会社キング・テック(以下、「キング・テック」)に対して、運転資金支援を目的として、総額 800

百万円、返済期日を平成 25 年９月 30 日とする金銭消費貸借契約を締結しました。 

 その後、２度にわたる貸付期間の延長覚書により、現在の返済期日は、平成 26 年９月 30 日とな

っております。 

 しかし、返済期日に返済が履行されなかったことから当社および SJI-HK は、本件貸付金の返済

の見込みについて、キング・テックに対し照会するとともに、本件貸付金の保全のために、担保の

提供を依頼しました。しかしながら、キング・テックからは担保となり得る資産の提供は受けられ

ませんでした。そのため、当該貸付金の回収可能性について、特に慎重に検討を行うと共に当社の

会計監査人と協議を行った結果、当第２四半期連結会計期間において相応の回収リスクを織込む必

要が有ると判断し、未収貸付利息を含む債権額の全額約 892 百万円を SJI-HK において貸倒引当金

として特別損失に計上することといたしました。 
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２．為替差益の内容 

 当社の連結子会社である恒星信息（香港）有限公司および SJ Asia Pacific Limited への当社からの

円建貸付負債(借入金)が、円安により子会社の会計上の通貨である米ドル換算において目減りが発生し

たことにより、約 875 百万円の為替差益が生じました。 

 

３.今後の見通し 

 平成 27 年３月期通期の業績予想については、他の要素も含め現在精査中であり、確定次第速やかに

お知らせいたします。 

以 上 
 

（参考）当期連結業績予想（平成 26 年５月 20 日公表分）及び前期連結実績         （単位：百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 27 年３月期） 
41,300 3,100 2,650 300

前期連結実績 

（平成 26 年３月期） 
26,276 △805 △1,615 △6,149

 


